　平成１７年（ワ）第８７号，同１８年（ワ）第１６号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成1８年８月　　日

原告　山田　稔他２２名

被告　（独）農業・食品産業技術総合研究機構

準　備　書　面（１０）

原告ら訴訟代理人

弁護士　　　安　藤　　雅　　樹
　　　　　　　　　　同　　　　　神　山　　美智子

　　　　　　　　　　同　　　　　柏　木　利　博
同　　　　　光　前　 幸　一
　　　　　　同　　　　　冨　　山　　　　喜久雄

同　　　　　近藤　卓史
同　　　　　竹　　澤　　　　克　　己

同　　　　　馬　　場　　　 秀　　幸

同　　　　　柳原　敏夫
　新潟地方裁判所高田支部　御中

　原告らは準備書面（９）に指摘したとおり、被告から先般提出された乙２９号証（田中宥司氏の陳述書）の内容について、一部、理解の困難な箇所があるので、以下のとおり釈明を求める。可能であれば、次回期日前に被告から回答をいただき、反論書を期日前に提出したい。

　釈明事項１

　　「緑濃菌は、すでにカラシナ・ディフェンシンに対する耐性を有しており、カラシナ・ディフェンシンにとっての耐性菌であることは、農学や植物の専門家の中では広く知られているところである」との記載について。

１　この記載は、ディフェンシンには耐性菌は出にくいとする被告のこれまでの主張とどのような関係になるのかを明らかにされたい。

２　緑膿菌がカラシナ・ディフェンシンに耐性化した機序が判明していれば、明らかにされたい。

　　

３　カラシナ・ディフェンシン耐性緑膿菌と非耐性緑膿菌との比率（耐性緑膿菌の増殖の現状）が判明していれば、明らかにされたい。

４　その上で、耐性緑膿菌の数が非耐性緑膿菌を大幅に下回っている原因、あるいは上回っている原因を明らかにされたい。

釈明事項２

「木暮氏が本当に緑濃菌がヒトの健康に及ぼす悪影響を懸念するのであれば、緑濃菌の増殖や交叉耐性の抑制について研究を進めるべきであり」との記載について。

１　この記載は、緑膿菌はヒトの健康に影響を及ぼすことはないという理解を前提にした記載か

２　この記載は、カラシナ・ディフェンシン耐性緑膿菌が交差耐性を起こす可能性があることを前提とした記載か。

以上
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